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※セミナーの中でご紹介した企業開示
事例は削除しています。具体例を知り
たい方は、お気軽にお問合せください



ポイント：開示内容と取組みの質

■調達方針の文言は十分か
必要なキーワードが入っているか
スコープの設定は適正か

■調達方針の文言＝取組内容 ではない
方針達成のために、何をしているか
どのように確認しようとしているか

■実践していないことは開示できない
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１）基礎編：目標が設定されているか
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必要な文言が設定されてい
るかどうか：

✓ 森林破壊ゼロ／土地転換
ゼロ（国際的な必須条件）

✓ 達成目標年
※森林破壊ゼロは遅くとも2030年目標

✓ カットオフデートの設定
✓ 「森林」など言葉の定義

※特に下3点の記載がない方針が目立つ
※方針策定に関わるガイダンスはAFiに詳
細あり
https://accountability-
framework.org/the-accountability-
framework/
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事例：日清オイリオグループ㈱
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https://www.nisshin-
oillio.com/company/sustainability/susta
in/procurement_policy_palm.html
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事例：㈱Ｊ-オイルミルズ
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https://www.j-
oil.com/sustainability/materials2/policy
_palm_oil_rev.pdf
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参考資料 AR3T（行動枠組み）
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※森林破壊ゼロ/土地転換ゼロの達成は、ネイチャーポジティブに向けたスタート地点。まずは早急にマイナスをゼロに
戻す必要がある

※次のステップ、もしくは同時並行で生産現場の改善に投資をしていくことが重要（今回調査ではカバーしていない）



つづく

【回復＋再生】

再生農業等を通したラン

ドスケープでの環境改善

【軽減＋回復】 サプライチェーン

上の生産現場における農法改善プ

ロジェクトへの投資

【リスク回避＋軽減】 リスクのあるコモディ

ティに対する持続可能な調達への改善、GHG

排出削減、水の利用削減

【リスク回避 】リスク・機会の把握を目的とした

調達物のトレーサビリティ確認

※農畜産物のリスク・機
会は、場所に依存するた
め、優先順位を決めるた
めにも、トレーサビリ
ティがまず必要

パーム油の場合

参考資料
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設問によっては★★★★がここ
⇩⇩⇩



目標 森林破壊ゼロ／NDPE

確認方法例（KPI／行動計画）

●農園において森林破壊ゼロ／NDPEを確認

●物理的な認証油を購入（RSPOであればMB以上）

●クレジット100％対応

認証油への100％切替はゴールではない

目標達成を確認するには、農園での確認が
必要＝農園までのトレーサビリティが必須

２）方法編：目標達成をどう確認するか
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環境面：森林破壊や泥炭地開発 あ

認証油の購入でも確認可能な場合がある
（RSPOのセグリゲーション以上、など） 

人権面：FPICや強制労働など あ

認証審査だけではカバーしきれない場合もある

問題が無いことの証明は困難

グリーバンスの導入によりサプライチェーン上
の問題を拾える体制を作ることも重要

３）方法編：目標達成をどう確認するか（人権面）

9

©WWF ジャパン



✓ 一般的な苦情申立窓口あり

末端の農園の声は届きにくい

✓ 窓口とは別に、サプライチェーン
上の小規模農家向けグリーバンス
メカニズムを設置（右図）

まだ対象農家数に限りはあるが、
現場の問題をすぐ拾える体制として
は有効

リスク管理としても有効

事例⑥：花王㈱
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https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-
kao-com/jp/ja/corporate/news/2022/pdf/20220831-
001-01.pdf

問合リストの公開
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-
kao-com/jp/ja/corporate/sustainability/pdf/kao-
grievance-list.pdf
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まとめ
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■認証原料への切替がゴールにはならない
森林破壊ゼロ／NDPEを目標とした適正な
KPIの設定が重要

■調達方針の文言＝取組内容 ではない
方針達成のために、何をしているか
どのように確認しようとしているか

■実践していないことは開示できない
開示内容を確認すれば、矛盾が見つかる
改善方法や見つけ方を知るには、専門家へ
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